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を整備する必要がある．本稿では 2020 年 8 月に開催された JSM 年次大会で報告された内容をもとに海外
で行われている統計教育や実践の先進的な取り組みを紹介する．これらを踏まえ，今後の CSI 業務ならび
に RUDA 運営に対しての方針と示唆を提案する． 
 












自オンライン参加を行った．開催時期は 8 月 2～6 日であり、一部のセッションはリアルタ
イム配信，一部は事前に録画された音声と資料を提示する方式であった．リアルタイム配信
は録画され一定期間公開されており，時差のある地域での参加も容易であった． 




  IASSIST との差異とあげれば，アーカイブの管理側の取り組みやその運営に特化した発
表はほぼ見当たらなかった．他方で統計手法やデータそのものの処理方法など，IASSIST
では見られないが RUDA の業務に有用と思われる発表などもあり，従来とは異なる側面か
らの情報収集が可能になった．統計教育については IASSIST 同様充実していた． 
 本稿ではあまたある報告の中から，公共財としてのデータ活用，統計教育，web 調査，そ
して差分プライバシーの 4 つのトピックに絞って報告を紹介していく． 
 
 




















大きいといえる．JSM の報告の中では「data analysis lifecycle」あるいは「data science 
lifecycle」という考え方がいくつかの報告の前提に提示された．これは，今日のデータアー






















































ライン GAISE（Guidelines for Assessment and Instruction in Statistics Education）レ
ポートである．このガイドラインは，タイトルにもあるように，教授法だけではなく評価の
方法も取り上げている．このガイドラインは日本の「統計教育連携ネットワーク」において
も紹介されており，2005 年版は邦訳が公開されている 1)．ただし GAISE は 2016 年に改訂


























Ⅳ Web 調査 
 









1. 公的機関による web 調査の利用 






 アメリカで実験的に行われた consumer expenditure survey では，回答者が web の自記
式，対面の他記式，電話の他記式の 3 つから回答方法を選択できるようになっている．web












どうかなど）．一日の総支出も閲覧できるようになっている．また consumer expenditure 





答者によっては web 調査の方が負担が少ない調査モードであるといえる． 
 









あった．2 つの調査の変数の平均値と標準偏差を normalized root-mean-square error 
(NRMSE)と bias ratio (BR)とを用いて比較し，誤差の程度を測定するというものであった． 






方法である．R の Survey というパッケージの svyglm，MASS というパッケージの StepAIC
を使い実装可能ということであった．こうした方法を取り入れつつ，今後は RUDA におい
ても web 調査のアーカイブを推進することが可能であると考えられる． 
 
 








いるともいえる．しかしながら，例えば Gary King が主導する Facebook データの公開や，
国勢調査の学術利用，またはビッグデータに代表される個人の詳細なデータなど，オープン
サイエンス化の流れの中で従来では公開されなかったデータが利用可能になってきており，
プライバシーとのバランスを今まで以上に考慮する必要が出てきている（Dennis, et al., 
2019）．差分プライバシーは，収集されたデータに対してランダムに発生させたノイズを加
えることで，個人の特定を困難にさせる手法である．必ずしもすべての社会調査に対して応
用される考え方ではなく，例えば European Social Survey といった既存の大規模社会調査






いる（Santos-Lozada, Howard, & Verdery, 2020）．一方で差分プライバシーによりノイズ




































注 （ウェブサイトの確認日はいずれも 2020 年 12 月 25 日） 
1) 「統計教育における評価と指導方法に関するガイドライン 大学レポート」 
（2005 年版日本語訳）https://jinse.jp/old/pdf/doc101.pdf  
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The Trend in Foreign Data Archives 4: 





Social research data is a public good that contributes to the development of 
future societies, and thus we need to facilitate an environment in which people can use 
data appropriately. This paper reports on cutting-edge research and projects presented 
at the Joint Statistical Meetings held in August 2020. Based on these presentations, we 
suggest future directions for the Center for Statistics and Information (CSI) and Rikkyo 
University Data Archive (RUDA). 
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